
1

横浜市史資料室� C i t y  o f  Y o k o h a m a  M u n i c i p a l  A r c h i v e s  R e f e r e n c e  R o o m

【発行日】2015 年 3月31日
【編集・発行】横浜市史資料室
〒220-0032
横浜市西区老松町 1番地
横浜市中央図書館・地下1階

【電話】 045-251-3260
【FAX】 045-251-7321
【E-mail】
so-sisiriyou@city.yokohama.jp

【ホームページ】
http://www.city.yokohama.lg.jp/
somu/org/housei/sisi/

【目次】
●横浜の空襲
●�横浜現代史人物伝③
　又木　誠八郎
●�桜木町デパート根岸線高
架下移転案
●�アンケート集計結果より
●�開架資料紹介
　『広報よこはま』
●市史資料室たより

第�号

横
浜
の
空
襲

横
浜
の
空
襲
と
い
え
ば
、
誰
も
が
五
月
二

九
日
の
横
浜
大
空
襲
、
あ
る
い
は
四
月
一
五

日
の
鶴
見
空
襲
を
思
い
起
こ
す
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
横
浜
に
お
け
る
空
襲
は
、
こ
の
二

回
に
と
ど
ま
る
わ
け
で
は
な
く
、
被
害
の
記

録
が
あ
る
も
の
だ
け
で
二
九
回
に
及
ぶ
（
一

九
四
二
年
四
月
一
八
日
の
ド
ゥ
ー
リ
ッ
ト
ル

空
襲
は
除
く
）。
た
び
た
び
艦
載
機
や
Ｐ
51

の
来
襲
が
あ
り
、
少
数
の
Ｂ
29
の
目
撃
証
言

も
あ
る
。
ビ
ラ
撒
布
や
、
上
空
で
空
中
戦
が

行
わ
れ
た
と
い
う
記
録
も
あ
る
。

横
浜
の
空
襲
の
概
略
に
つ
い
て
は
、『
横

浜
の
空
襲
と
戦
災
』
１　

体
験
記
編
（
横
浜

市
、
一
九
七
六
年
）
の
巻
末
に
掲
載
さ
れ
て

い
る
「
横
浜
空
襲
の
概
要
」
が
、
簡
潔
か
つ

網
羅
的
に
ま
と
め
て
い
る
。
ま
た
、『
横
浜

の
空
襲
と
戦
災
』
編
集
に
も
参
加
し
た
今
井

清
一
氏
の『
新
版　

大
空
襲
５
月
29
日
』（
有

隣
新
書
、
一
九
九
五
年
）
は
、
横
浜
の
空
襲

に
関
す
る
研
究
の
集
大
成
と
い
え
る
。

今
回
は
、
ひ
と
ま
ず
記
録
が
明
確
な
二
九

回
を
取
り
上
げ
、
そ
の
空
襲
の
概
略
を
表
に

ま
と
め
て
み
た
。
先
の「
横
浜
空
襲
の
概
要
」

末
尾
に
は
、
神
奈
川
県
が
ま
と
め
た
「
県
下

に
お
け
る
空
襲
被
害
状
況
一
覧
表
」
が
掲
載

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
一
覧
と
米
軍
の
記
録
を

照
合
す
る
の
が
、
今
回
の
表
作
成
の
趣
旨
で

あ
る
。
県
の
一
覧
は
、
元
々
県
全
体
で
五
二

回
に
及
ぶ
表
で
あ
り
、『
空
襲
と
戦
災
』
の

一
覧
で
は
そ
の
中
か
ら
横
浜
関
係
二
八
回
分

が
抽
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
こ
れ
に

瀬
谷
駅
で
の
被
害
に
つ
い
て
複
数
の
証
言
の

あ
る
八
月
三
日
を
加
え
て
、
二
九
回
分
に
つ

い
て
表
に
ま
と
め
た
。

機
銃
掃
射
と
爆
撃

米
軍
に
よ
る
空
襲
に
は
、
Ｂ
29
に
よ
る
爆

撃
と
、
艦
載
機
あ
る
い
は
Ｐ
51
に
よ
る
攻
撃

が
あ
る
。
艦
載
機
は
沖
合
の
空
母
か
ら
、
Ｐ

51
は
硫
黄
島
の
基
地
か
ら
来
襲
し
た
。
多
く

は
艦
載
機
や
Ｐ
51
の
部
隊
だ
け
で
出
撃
し
、

爆
弾
・
焼
夷
弾
に
よ
る
攻
撃
や
機
銃
掃
射
が

行
わ
れ
た
。
個
別
の
攻
撃
目
標
を
ね
ら
う
と

同
時
に
、
一
般
市
民
を
威
嚇
・
殺
傷
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

艦
載
機
・
Ｐ
51
に
よ
る
空
襲
一
一
回
の
被

害
だ
け
で
、
県
内
の
死
者
は
二
二
二
人
に
及

ぶ
。
横
浜
に
も
来
襲
し
た
八
月
一
三
日
は
、

県
内
あ
わ
せ
て
五
六
人
の
死
者
を
出
し
て
い

る
。
小
規
模
な
Ｂ
29
の
爆
撃
に
も
匹
敵
す
る

被
害
と
い
え
る
。

Ｂ
29
に
よ
る
爆
撃
は
横
浜
で
は
一
八
回
を

数
え
、
少
数
機
に
よ
る
二
回
を
除
き
米
軍
の

「
作
戦
任
務
報
告
」
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

四
月
一
五
日
と
五
月
二
九
日
の
「
作
戦
任
務

報
告
」
は
、
翻
訳
が
『
横
浜
の
空
襲
と
戦
災
』

４　

外
国
資
料
編（
横
浜
市
、
一
九
七
七
年
）

に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
今
回
は
、
国
立
国
会

図
書
館
の
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
公
開

さ
れ
て
い
る
一
九
四
五
年
二
月
以
降
の
「
作

戦
任
務
報
告
」
と
、「
作
戦
任
務
要
約
」「
作

戦
任
務
概
要
」
の
翻
訳
を
収
録
し
た
『
日
本

空
襲
の
全
容
』（
小
山
仁
示
編
、
東
方
出
版
、

一
九
九
五
年
）
を
基
に
、
で
き
る
限
り
作
戦

内
容
を
確
認
し
た
。

作
戦
任
務
報
告
の
あ
る
も
の
に
つ
い
て
、

不発弾を処理する米兵　1946年　場所は横浜とされるが詳細は不明
　爆弾は形状とサイズから大型焼夷弾M47と思われる� 米国国立公文書館所蔵
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� ●横浜の空襲

そ
の
第
一
目
標
を
示
し
て
み
た
と
こ
ろ
、
意

外
な
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
作
戦
任
務
報
告
が

確
認
で
き
た
空
襲
一
六
回
の
う
ち
、
横
浜
・

川
崎
以
外
を
目
標
に
し
た
も
の
が
実
に
九
回

に
及
ぶ
の
で
あ
る
。
気
象
条
件
で
目
標
を
と

ら
え
ら
れ
な
か
っ
た
り
、
高
射
砲
や
迎
撃
機

に
よ
り
コ
ー
ス
を
変
更
す
る
な
ど
、
目
標
変

更
の
要
因
は
様
々
で
あ
る
。

あ
ら
か
じ
め
米
軍
機
は
、「
産
業
都
市
」

の
ど
こ
で
も
「
臨
機
の
目
標
」
と
し
て
爆
弾

を
投
下
す
る
よ
う
指
示
を
受
け
て
い
た
。
横

浜
が
目
標
に
入
っ
て
い
な
か
っ
た
爆
撃
九
回

の
う
ち
三
回
は
、
隣
接
市
街
地
の
「
は
み
出

し
爆
撃
」
と
い
え
る
。
残
り
の
六
回
は
、
東

京
の
軍
事
工
場
を
ね
ら
っ
た
「
精
密
爆
撃
」

だ
っ
た
が
、
必
ず
し
も
隣
接
し
て
い
な
い
横

浜
・
川
崎
を
爆
撃
し
て
い
る
。
い
ず
れ
も
、

東
京
爆
撃
の
コ
ー
ス
上
に
あ
っ
た
横
浜
・
川

崎
が
、
第
二
目
標
あ
る
い
は
臨
機
の
目
標
と

し
て
、
爆
撃
を
受
け
た
の
で
あ
る
。

当
時
の
風
聞
で
は
、
米
軍
は
特
定
の
目
標

を
ね
ら
っ
た
り
、
逆
に
目
標
か
ら
は
ず
し
た

と
さ
れ
る
が
、
米
軍
は
人
口
の
集
中
す
る
都

市
そ
の
も
の
を
破
壊
し
よ
う
と
い
う
意
図
を

強
く
持
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

精
密
爆
撃
と
都
市
爆
撃

精
密
爆
撃
の
際
に
は
、
通
常
爆
弾
に
よ
る

と
思
わ
れ
る
被
害
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
表

で
は
省
略
し
た
が
、
四
月
四
日
に
は
全
壊
戸

数
四
二
四
戸
、
七
月
二
五
日
は
一
三
三
戸
、

六
月
一
〇
日
が
一
二
六
戸
な
ど
、
通
常
爆
弾

に
よ
る
直
接
被
害
と
思
わ
れ
る
割
合
が
高
く

な
っ
て
い
る
。
投
下
爆
弾
は
、
六
月
一
〇
日

と
七
月
二
五
日
は
通
常
爆
弾
の
み
、
四
月
四

日
も
通
常
爆
弾
が
七
七
％
を
占
め
て
い
る
。

日
本
の
空
襲
で
は
、
焼
夷
弾
と
い
う
イ
メ

ー
ジ
が
思
い
浮
か
ぶ
。
実
際
、
日
本
の
大
都

市
を
焼
き
つ
く
し
た
の
は
、
主
に
Ｍ
47
と
Ｍ

69
と
い
う
大
・
小
の
焼
夷
弾
で
あ
っ
た
。
し

か
し
、
京
浜
工
業
地
帯
を
抱
え
て
い
る
こ
と

も
あ
っ
て
、
横
浜
で
は
通
常
爆
弾
に
よ
る
被

害
が
意
外
に
多
い
。
と
く
に
四
月
四
日
は
、

死
者
数
か
ら
い
う
と
、
横
浜
で
五
月
二
九
日

・
四
月
一
五
日
に
次
ぐ
三
番
目
の
被
害
で
あ

っ
た
。
こ
れ
に
続
く
の
が
、
知
ら
れ
ざ
る
六

月
一
〇
日
の
富
岡
の
空
襲
で
あ
る
。

四
月
四
日
は
立
川
が
第
一
目
標
で
あ
っ
た

が
、
雲
に
お
お
わ
れ
て
い
た
た
め
四
七
機
が

横
浜
・
川
崎
を
爆
撃
し
た
と
い
う
。
六
月
一

〇
日
は
、
日
本
飛
行
機
富
岡
工
場
を
目
標
と

し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
工
場
周
辺
の

民
家
や
京
浜
急
行
線
の
ト
ン
ネ
ル
、
根
岸
湾

の
向
こ
う
で
あ
る
本
牧
に
爆
弾
が
直
撃
し
て
、

市
民
に
大
き
な
被
害
を
出
し
た
。

表
で
は
、
投
下
爆
弾
を
通
常
爆
弾
・
焼
夷

弾
・
照
明
弾
等
に
分
け
て
示
し
た
。
通
常
爆

弾
で
は
、
五
〇
〇
ポ
ン
ド
（
二
五
〇
Kg
）
の

Ｍ
43
・
Ｍ
64
が
ほ
と
ん
ど
で
、
一
部
二
〇
〇

〇
ポ
ン
ド
と
超
大
型
の
Ｍ
66
が
投
下
さ
れ
て

い
る
。
さ
ら
に
、
Ｔ
４
Ｅ
４
（
五
〇
〇
ポ
ン

ド
）
や
Ｍ
81
（
二
六
〇
ポ
ン
ド
）
と
い
う
破

片
爆
弾
、
い
わ
ゆ
る
ク
ラ
ス
タ
ー
爆
弾
の
一

種
が
使
用
さ
れ
た
。
破
片
爆
弾
は
、
そ
れ
自

体
の
破
壊
効
果
よ
り
も
、
市
民
を
威
嚇
し
、

消
火
活
動
を
妨
げ
る
た
め
、
都
市
爆
撃
の
際

に
少
数
投
下
さ
れ
た
。

一
方
、
焼
夷
弾
は
、
油
脂
（
ナ
パ
ー
ム
）

焼
夷
弾
で
あ
る
Ｍ
69
の
集
束
弾
Ｅ
46
（
三
八

発
、
五
〇
〇
ポ
ン
ド
）
な
ど
や
大
型
の
Ｍ
47

（
一
〇
〇
ポ
ン
ド
）
が
中
心
だ
っ
た
。
他
に
、

テ
ル
ミ
ッ
ト
・
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
焼
夷
弾
Ｍ
50

を
一
一
〇
発
集
束
し
た
Ｍ
17
（
五
〇
〇
ポ
ン

ド
）
や
、
大
型
の
ナ
パ
ー
ム
・
マ
グ
ネ
シ
ウ

ム
焼
夷
弾
Ｍ
76
（
五
〇
〇
ポ
ン
ド
）
な
ど
が

投
下
さ
れ
た
。
こ
の
他
、
照
明
・
閃
光
弾
Ｍ

26
・
Ｍ
46
や
発
煙
弾
と
し
て
Ｍ
47
が
少
数
投

下
さ
れ
る
場
合
も
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
様
々
な
爆
撃
手
法
を
用
い
た

こ
と
は
、
米
軍
の
爆
撃
の
本
質
を
理
解
す
る

上
で
重
要
な
点
で
あ
る
。
米
軍
は
、
新
鋭
機

の
Ｂ
29
に
よ
っ
て
、
い
か
に
少
な
い
損
失
で

効
果
的
な
爆
撃
が
で
き
る
か
を
模
索
し
て
い

た
。
よ
く
精
密
爆
撃
か
ら
無
差
別
都
市
爆
撃

に
作
戦
が
転
換
さ
れ
た
と
い
わ
れ
る
が
、
三

月
以
降
も
こ
の
両
者
は
並
行
し
て
実
施
さ
れ
、

横
浜
・
川
崎
は
、
横
浜
大
空
襲
の
後
も
た
び

た
び
精
密
爆
撃
の
標
的
と
な
っ
た
。

し
か
し
、
精
密
爆
撃
で
あ
っ
て
も
、
目
標

だ
け
を
正
確
に
ね
ら
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、

臨
機
の
目
標
も
爆
撃
し
て
い
る
。
米
軍
は
、

軍
需
産
業
を
直
接
破
壊
す
る
よ
り
も
、
都
市

住
民
に
深
刻
な
打
撃
を
与
え
て
、
生
産
の
基

盤
で
あ
る
労
働
力
を
そ
ぎ
、
戦
意
を
喪
失
さ

せ
る
こ
と
の
方
が
、
よ
り
効
果
的
と
考
え
る

よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
究
極
が
、
原
子
爆
弾
で
あ
っ
た
。
横

浜
が
原
子
爆
弾
の
目
標
の
一
つ
と
な
っ
て
い

た
こ
と
は
、
偶
然
で
は
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、

原
爆
の
目
標
か
ら
は
ず
さ
れ
た
後
、
横
浜
の

中
心
市
街
地
は
焼
き
つ
く
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

�

（
羽
田
博
昭
）

26 8.1～2 作戦任務第310号（川
崎石油コンビナート）

横浜市、川崎市、津久
井郡

第315航空団：B29-
128機（122機）

M 6 4 - 4 , 2 0 5 = 計
1,051.2t

22:14 ～
23:36 70 26 420 172

27 8.3 戸塚区、小田原市、足
柄上・高座郡 〔P51-37機〕 6 13

28 8.10 横浜市 〔艦載機-4機〕 3 3

29 8.13
横浜市、川崎市、平塚
市、小田原市、藤沢市、
足柄上・足柄下・高座
郡

〔艦載機-200機〕 56 72 401 37

出典：作戦任務・出撃機数・投下爆弾・投下時間は、米軍の作戦任務報告（国立国会図書館デジタルコレクションおよび小山仁示編『日本空襲の全容』東方
出版、1995年）による。被害地域・死者・負傷者・罹災者・罹災戸数と一部の機数は、神奈川県調査「神奈川県下の空襲被害状況一覧表」（『神奈川県警察史』
中巻、1972年）を基に一部修正した。　
注：①作戦任務の（）内は第一目標。②出撃機数は、部隊名、機種-機数を記した。機数の（）内は実際の爆撃機数、＊印は損失機数。〔〕内の機数は日本側の記
録による。③投下爆弾は、通常爆弾／焼夷弾／照明弾等の順で示した。主に横浜を爆撃した空襲については、種類毎に弾数を示し、最後に合計数と重量を
記した。④死者・負傷者・罹災者・罹災戸数は神奈川県内合計数で、横浜分が判明するものは、（）内に記した。
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●横浜の空襲

横浜の空襲一覧
月日 作戦任務 被害地域 出撃機数 投下爆弾 投下時間 死者 負傷者 罹災者 罹災戸数

1 1944.
12.25

気 象 偵 察 攻 撃 第56
号・第57号（小倉石油

（神奈川区守屋町））
鶴見区・港北区

第73航空団第500
爆撃群：B29-3機（2
機 ）

／M18-38／M46-2
＝計40発 5 26 7

2 1945.
1.9

作 戦 任 務 第18号（中
島飛行機武蔵製作所）

中区・神奈川区、鎌倉
郡、横須賀市

第73航空団：B29-
72機（52機）＊6機

14:13 ～
14:35 6 5 12

3 2.15 戸塚区(戸塚海軍病院）〔B29-2機〕 3 3

4 2.16
横浜市、川崎市、横須
賀市、藤沢市、小田原
市、平塚市、三浦・中
郡

〔艦載機-273機〕 24 162 170

5 2.17
横浜港、川崎市、藤沢
市、平塚市、中・高座
郡

〔艦載機-320機〕 11 90 91 1

6 2.19 作 戦 任 務 第37号（中
島飛行機武蔵製作所） 鶴見区・神奈川区

第73・第313航空
団：B29 -150 機

（131機 ）＊6機
M43・M64／M17・
M76／

14:49 ～
15:47 8 15 312 53

7 2.25 鶴見区、足柄下・足柄
上郡 〔艦載機-116機〕 2 8 10

8 3.10 作 戦 任 務 第40号（東
京市街地） 港北区

第73・第313・第
314航 空 団：B29-
325機（299機）＊14
機

／ M 6 9（ E 2 8 ・
E46）・M47／

0:07 ～
3:00 1 134 22

9 3.20 港北区 〔B29-1機〕 1 1

10 4.2 作 戦 任 務 第51号（中
島飛行機武蔵製作所）

港北区、藤沢市辻堂、
川崎市木月

第73航空団：B29-
121機（115機）＊6
機

M64／／M26 2:02 ～
3:29 1 4 8 1

11 4.4 作 戦 任 務 第57号（立
川飛行機）

神奈川区・鶴見区・港
北区・西区平沼町、川
崎市

第73航空団：B29-
113機（109機）＊1
機

M64-3,498 ／ M47-
920 ／ M26-136・
M90-8=計4,562発・
906.3t

2:30 ～
4:34

398
（214）

516
（215）

5,873
（4,103）

1,163
（765）

12 4.7 作 戦 任 務 第58号（中
島飛行機武蔵製作所）

西区・南区・保土ケ谷
区・磯子区、鎌倉郡

第73航空団：B29-
107機（103機）＊3
機 ／P51-116機 ＊
2機

M66／／ 10:00 ～
10:06 1 4 5

13 4.15～
16

作 戦 任 務 第68号（川
崎市街地）

鶴見区・神奈川区・港
北区・保土ケ谷区・西
区・南区・磯子区・中
区、川崎市

第313・314航 空
団：B29 -219 機

（194機）＊11機

M64-77・T4E4-
101 ／ M69（E46）
-145,274・M47-
9,169／M46-90=計
154,711発・1,160.5t

22:43 ～
0:56

972
（345）

2,212
（654）

264,411
（80,362）

52,655
（19,181）

14 4.19 南区・戸塚区、高座郡、
三浦郡 〔P51-40機〕 8 3 148 35

15 4.24 作 戦 任 務 第96号（日
立航空機立川工場）

横浜港、葉山町、津久
井郡

第73・第313・第
314航 空 団：B29-
131機（124機）＊5
機

M64／／M26 8:52 ～
9:05

16 5.17 戸塚区、藤沢市、高座・
中郡

〔B29-1機 ／ P51-
40機〕 3 5 25 5

17 5.24 作戦任務第181号（東
京市街地）

中区・西区・鶴見区・
神奈川区・保土ケ谷
区・戸塚区・港北区、
川崎市、高座郡

第58・ 第73・ 第
313・ 第314航 空
団：B29 -558 機

（525機）＊17機

／M69（E36・E46）
-545,414・M47-
2 2 , 5 4 4 ・ M 5 0

（M17）-21,450 ／
M 4 6 - 1 3 3 = 計
581,824発・3,686.3t

1:39 ～
3:38

74
（24）

185
（59）

9,933
（5,007）

2,047
（979）

18 5.25～
26

作戦任務第183号（東
京市街地）

港北区、川崎市、高座
郡

第58・ 第73・ 第
313・ 第314航 空
団：B29 -498 機

（470機）＊26機

M81 ／ M69（E36・
E46）・M74（E48）・
M47・M76・M17／
M46

22:38 ～
1:13 7 15 8,282 115

19 5.29 作戦任務第186号（横
浜市街地）

中区・南区・西区・神
奈川区・保土ケ谷区・
鶴見区・磯子区、川崎
市

第58・ 第73・ 第
313・ 第314航 空
団：B29 -510 機

（475機）＊7機 ／
P51-101機＊3機

／M69（E28・E36・
E46）-360,582・
M47-22,662・M50

（M17）-9,020 ／
M47-7=計392,271
発・2,690.3t

9:22 ～
10:30

3,787
（3,649）

12,391
（10,197）

313,144
（311,218）

79,350
（78,949）

20 6.10 作戦任務第196号（日
本飛行機富岡工場） 中区・磯子区 第58航空団：B29-

33機（33機） M64-711=計177.8t 9:24 ～
9:29 136 494 1,450 144

21 7.10 横浜市、横須賀市、愛
甲・高座・足柄下郡 艦載機-420機 9 15 6

22 7.12～
13

作戦任務第267号（川
崎石油センター）

鶴見区、戸塚区、南区、
川崎市

第315航空団：B29-
60機（54機）＊2機 M64-1,840=計460t 0:06 ～

1:19 215 133 773 98

23 7.18 横浜市、横須賀市、三
浦・鎌倉・愛甲郡 〔艦載機-250機〕 15 74 661 152

24 7.25～
26

作戦任務第291号（川
崎石油コンビナート） 鶴見区、川崎市 第315航空団：B29-

83機（76機）＊1機
M 6 4 - 2 , 7 0 8 = 計
677t

22:23 ～
23:03 115 98 396 160

25 7.28
横浜市、横須賀市、川
崎市、平塚市、愛甲・
中郡

〔P51-50機〕 5 40




